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◆◆ 児童アンケート結果（同一項目結果比較）について ◆◆

児童アンケートの結果は、同一項目結果比較で紹介します。上段が児童､中段が保護者､下段が教職員です。

(1)児童に注目すると、昨年度の重心値平均より本年度の平均が 3.40 → 3.45 と、さらに数値が良くなっているこ
とが分かります。自己肯定意識や、自分を取り巻く環境に対する意識が前向きであることが特徴です。

(2)児童に著しい向上がある項目は、問２、問３、問７でした。児童が割といいリズムで生活できているのだろ
うと窺われました。特に、問２は、保護者・教職員共に向上しており、実感できる項目でした。

(3)一方、問１０は、課題として浮かび上がりました。教職員が大きく評価を下げただけでなく、主体者の児童
自身が「ルールやマナーを守ること」に自己評価を下げ、保護者の皆様もそこに気づいているように感じま
す。課題が明確になりましたので、３学期までに学校として改善を図れるよう努力したいと思います。同様
に、問１１も三者が評価を下げています。課題を教職員で共有し、改善に努めたいと思います。
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◆◆ 保護者アンケート結果について。 ◆◆

アンケート回収数３６１通（66.0 ％）でした。アンケート形式が変わり、回答率が下がったことは残念ではあ
りますが、便利さの代償と捉えています。全 20項目の平均重心値は、3.30と下がったことが大きな特徴でした。

(1)「学校の様子が分からない。」と自由記述を寄せられた保護者の方は少なくありません。授業参観を 1学期に
実施しましたが、昨年度と比べて増えた企画はそれくらいです。それよりも実際を目にする機会の少ない３
年間問期間の長さの方が、そういった感想につながるのだと考えます。学校としても児童や学校の様子をよ
り伝えられるよう努力したいと思っています。

(2)上記(1)とも関連しますが、児童と教職員の感覚が一致している（同じ傾向を重心値で示す）項目に対して、
保護者の方々の意識がズレている項目がかなりありました。（例：同一項目比較の問１、問６、問８など）
このことも、実際に様子を見る機会の少なさから来ていることを予測させる結果でした。

(3)今回一番評価の値が悪かったのは、19番の「いじめの早期発見、早期解決」に対する評価でした。連動して 1
番の評価も下がっています。問１に対しては、児童自身は評価を上げています。そして学校の楽しさを感じ
てくれている結果も出ています。同じく、教師も「いじめは絶対に許さない態度で当たっている」と回答し、
意識レベルで低下していることはありません。別紙自由記述への回答でもお伝えしましたが、学校の姿勢に
後退している点はけっしてありませんので、その点はご安心ください。

★アンケートを寄せてくださった保護者の皆様に、改めて感謝申し上げます。今後とも長柄小学校の教育活動に
ご理解ご支援宜しくお願い申し上げます。


